
去
る
十

一
月
二
日

・
三
日
に
厳
修
さ
れ

ま
し
た
、
報
恩
講
に

御
門
徒
の
皆
さ
ま
方

に
も
多
数
、
ご
参
詣

い
た
だ
き
世
話
方

・

年
行
事
の
皆
さ
ま
方

に
、
御
尽
力
を
賜
り

三
月
よ
り
、
毎
月

開
催
さ
せ
て
い
た
だ

い
て

い
ま
し
た
、

「仏
教
文
化
講
座
」

と

「
お
勤
め
と
仏
事

作
法
の
集
い
」
の
二

つ
の
行
事
は
、
年
末

年
始
や
お
敬
い
の
行

事
、
ま
た
本
堂
の
冷

賑
々
し
く
終
え
さ
せ

て

い
た
だ

い
た

こ

と
、
親
鸞
聖
人
の
御

恩
、
門
信
徒
の
皆
さ

ま
の
御
懇
念
の
賜
物

と
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

え
込
み
が
厳
し
い
こ

と
も
あ
り
、
十
二
月

か
ら

二
月

の
期

間

は
、
お
休
み
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

三
月
の
お
彼
岸
の

頃
か
ら
ま
た
再
開
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定

を
し
て
お
り
ま
す
。

任
期
満

了
に
伴

う
、
近
江
六
組
組
長

選
挙
が
実
施
さ
れ
、

新
組
長
に
照
光
寺
住

職
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

日
野
町
、
東
近
江
市

（
旧
蒲
生
町

・
永
源

寺
町
）
の
真
宗
大
谷

派

（
お
東
）
の
三
十

三
の
寺
院
で
構
成
さ

れ
る

「
近
江

六
組

（
お

う

み

ろ

く

そ
）
」
の
代
表
と
し

年
末
恒
例
の

「
本
堂

す
す
払
い
」
を
十
二

月
十
二
日

（
日
）
午

後

一
時
半
か
ら
実
施

い
た
し
ま
す
。

「
本
堂
す
す
払
い
」

は
、
本
堂
内
外
の

一

年

の
埃
を
取
り

払

う
、
天
井

・
梁

・
柱

な
ど
の
高
い
所
の
清

掃
作
業
が
主
と
な

り
、
男
性
の
方
々
の

ご
協
力
を
ぜ
ひ
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

て
、
本
山
報
恩
講
嚴

修
の
た
め
、
向
こ
う

三
年
四
か
月
間
、
重

職
を
担
当
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で

ご
門
徒
の
皆
さ
ま
に

ご
報
告
致
し
ま
す
。

な

お
副
組

長
に

は
、
禿

光
信

（
西

円
寺

・
十
禅

寺
地

区
）

、
岸
本

恵

（
敬
円
寺

・
桜
川
地

区
）
の
両
氏
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

ま
た
大
晦

日
に

は
、
除
夜
の
鐘
撞
き

を

メ
イ

ン
と
し
た

「除
夜
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
年
越

し
そ
ば

・
甘
酒
な
ど

の
接
待
も
準
備
し
て

堂
内
を
暖
か
く
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す

の
で
、
門
信
徒
の
み

な
さ
ま
、
ご
家
族

・

ご
親
類
お
そ
ろ
い
で

ぜ
ひ
、
除
夜
会
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

仏

様

に

供

え

る

ご

飯

の

こ

と

を

「
お

仏

供

（
お

ぶ

く

）

」

「
お

仏

供

さ
ん
」

「
お
仏
飯

（
お
ぶ

っ
ぱ
ん
」
な

ど
と
言
い
ま
す
。

お
仏
供
は
、
私
た

ち
の
主
食
で
あ
る
お

米
を
供
え
て
、
こ
の

世
に
生
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
喜
び
、
仏

の
命
を
生
き
て
い
る

こ
と
を
喜
ぶ
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
お
仏
供
を

お
供
え
す
る
場
所

は
、
ご
本
尊
と
お
脇

掛

の
前
に
な
り
ま

す
。
ご
本
尊
が
木
像

な
ら
ば

一
対

（
二

本
）
絵
像
な
ら
ば

一

本
、
名
号
な
ら
ば
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
脇
掛
の
場
合
も
同

様
に
絵
像
な
ら
ば

一

本
、
名
号

（
十
字
、

九
字
名
号
）
な
ら
ば

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
仏
供
は
、
朝
の

お
つ
と
め
の
後
に
お

供
え
し
、
正
午
に
は

お
下
げ
し
ま
す
。

な
お
、
お
仏
供
の

盛
り
方
で
す
が
、
真

宗
大
谷
派

（
お
東
）

で
は
、
盛
槽

（
も

っ

そ
う
）
と
呼
ば
れ
る

用
具
を
使

っ
て
円
筒

形
に
盛
る
の
が
正
式

な
盛
り
方
と
な

っ
て

い
ま
す
。
→

（
下
の

写
真
の
よ
う
に
盛
槽

を
用
い
て
、
円
筒
形

に
盛
り
ま
す
。
）

今
年
も
早
い

も

の
で
、
あ

と

一
か
月
と

な
り
、
改
め

て
、
月
日

の

流
れ
の
早
さ
を
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

ご
門
徒
の
皆

さ
ま
、
今
年

も
色
々
お
世

話
に
な
り
、

本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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今今今今
月月月月
のののの
ここここ
とととと
ばばばば

年年年年ももももははははやややや
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如如如如来来来来様様様様
小林 一茶

四
日

（土
）

仏仏仏仏
婦婦婦婦
総総総総
会会会会

・・・・
忘忘忘忘
年年年年
会会会会

午
後
七
時

五
日

（日
）

逮逮逮逮
夜夜夜夜
米米米米
寄寄寄寄
せせせせ

午
前
八
時
～
十
二
時

会会会会
計計計計
部部部部
会会会会

午
後
七
時

七
日

（火
）

尼尼尼尼
講講講講
忘忘忘忘
年年年年
会会会会

午
前
十

一
時

十
二
日

（日
）

本本本本
堂堂堂堂
すすすす
すすすす
払払払払
いいいい

午午午午
後後後後

一一一一
時時時時
半半半半

十
三
日

（月
）

会会会会
計計計計
監監監監
査査査査
会会会会

午
後
四
時

十
九
日

（日
）

年年年年
度度度度
末末末末
勘勘勘勘
定定定定
会会会会

午
後
三
時

三
十

一
日

（金
）
除除除除
夜夜夜夜
会会会会

・
鐘鐘鐘鐘
撞撞撞撞
きききき

午
後
十
時

十十十十
二
月月月月
のののの
行行行行
事事事事
予予予予
定定定定

報
恩
講
嚴
修
の
御
礼

年
末
行
事
の
お
知
ら
せ

定
例
行
事
の
お
知
ら
せ

敬
弔

ご
生
前

の
ご
遺
徳

を
偲

び
、
謹

ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

法
名

香
華
院
釋
尼
妙
和

俗

名

外
池

和
代

殿

（八
日
市
）

十

一
月
七
日
寂

五
十

八
歳

仏事のイロハ
㹼

五莊師による法話の様子

近
江
六
組

・
新
組
長
に
照
光
寺
住
職


